
総合学術博物館運営委員会 議事要旨 

 

 

日 時： 令和６年３月８日（金） １３：３０～１４：３０ 

場 所： オンライン開催 

 

出席者： 河原（博）、船越（リ）、豊田（リ）、宮久保（リ）、辻野（リ）、横田（リ）、伊藤（リ）、

渡辺（人文）、河森（人）、福井（法）、廣田（経）、水谷（理）、祖父江（医）、前田（歯）、

荒井（薬）、中谷（工）、蓮生（国共）、倉橋（生命）、藪田（微）、筒井（産）、石田（社）、

藤岡（レ）、阿部（サ）進藤（全） 

 

欠席者：尾上（附）、岡野（基）、内山（情）、松尾（高）、鈴木（蛋）、桐原（接） 

 

陪席者：川添、中川、岡田、清水（博・適事務室） 

                 ＜敬称略＞ 

 

会議に先立ち、河原委員長から、全委員３０名のうち２４名の出席により、運営委員会成立

要件を満たした旨の報告があり、引き続き開催の挨拶があった。 
 

【協議事項】 

１．令和 6年度の招へい教員および招へい研究員の受入れについて        （資料 1） 

 河原委員長から、資料に基づき、令和 6 年度の招へい教員および招へい研究員の受入れにつ

いて説明があり、異議なく承認された。 

 

２．令和 6年度総合学術博物館兼任教員および総合学術博物館運営委員会委員について                    

（資料 2） 

 河原委員長から、資料に基づき、令和 6 年度総合学術博物館兼任教員および総合学術博物館

運営委員会委員について説明があり、異議なく承認された。 

 

３．次年度以降の展覧会企画について                     （資料 3） 

 横田委員から、資料に基づき、次年度以降の展覧会企画について説明があり、異議なく承認

された。 

 

４．その他 



 特になし。 

 

【報告事項】  

１．令和 5年度総合学術博物館（待兼山修学館）入館者数について         （資料 4）                           

河原委員長から、資料に基づき、令和 5 年度総合学術博物館（待兼山修学館）入館者数につ

いて報告があった。 

 

２．令和 5年度の展覧会企画について                      （資料 5）            

船越委員から、「豊中市所蔵品展」について、横田委員から、「ちんどん屋展」と「豊中市立

郷土資料館の巡回展」について、資料に基づき、報告があった。 

 

３．令和 5年度の各種イベントについて                    （資料 6） 

 船越委員から、資料に基づき、令和 5年度の各種イベントについて報告があった。 

 

４．令和 5年度の寄贈・寄託について                     （資料 7） 

 船越委員から、資料に基づき、令和 5年度の寄贈・寄託について報告があった。 

 

５．収蔵庫の水漏れおよび温度管理について                   （資料 8） 

 宮久保委員から、資料に基づき、収蔵庫 1 階の水漏れおよび現在の温湿度管理について報告

があった。 

  

６．ミュージアムアシスタントについて                     （資料 9） 

 船越委員から、資料に基づき、12 月から活動を再開しているミュージアムアシスタントにつ

いて報告があった。 

 

７．中之島センター1.2階展示における広報活動について             （資料 10） 

 船越委員から、資料に基づき、中之島センター1.2階展示の総合学術博物館ホームページにお

ける広報活動について報告があった。 

 

８．総合学術博物館（待兼山修学館）の運営について 

 河原委員長から、総合学術博物館（待兼山修学館）の運営および今後の方針について、前回

ご意見をいただいた入館料を徴収することについては、管理経費がかかることもあり、長期ス

パンで考えるとして、現時点では展示内容等を充実させるとともに、ミュージアム・リンクス

としての活動を推進することや部局との連携を強化していくことでアウトリーチ活動に注力し



たい旨の説明があった。 

 

９．外部機関との連携状況について                      （資料 11） 

船越委員から、資料に基づき、関西圏大学ミュージアム連携（かんさい・大学ミュージアム

ネットワーク）について 3 月 1 日に会合が行われたことおよび総合学術博物館が幹事館になっ

たこと等の報告があった。続いて、宮久保委員から、資料に基づき、「北大阪ミュージアムネッ

トワーク」の活動について報告があった。 

 

１０．その他  

 特になし。 

 

 

以 上 

  


